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参加結果の概要 
 

 

１． 第１９回ＩＴＳ世界会議 

（１） 日程 平成２４年１０月２２日～２６日 

（２） 会場 メッセ ウィーン 

（３） 主催 オーストリア交通技術省等 

（４） 参加国数・参加者数 ９０ヵ国 約１０，０００人 

（５） 会議の趣旨 

 ＩＴＳ世界会議は、世界各国からＩＴＳ関係者が集まる年に一度の会議であり、各国

がＩＴＳ技術を他国へアピールする場となっている。 

 来年はこの会議が東京で開催される予定。 

（６） 結果概要 

 ２２日に開催された開会式にアジア太平洋地域代表として若井国土交通大臣政務官

が出席し、挨拶を行いました。この中で、平成２５年に東京で開催予定の第２０回Ｉ

ＴＳ世界会議東京への参加の働きかけを行いました。 

 我が国を含めた各国の最先端のＩＴＳ技術を展示する展示会場のオープニングセレ

モニーが２３日に開催され、若井国土交通大臣政務官が来賓として出席しました。ま

た、この展示会場の中で国内の官民が出展する日本パビリオンのオープニングセレモ

ニーにも参加し挨拶を行うとともに、ＩＴＳ分野に関する我が国の取り組みのアピー

ルを行いました。 

 

 
開会式挨拶 

 
展示会場オープニングセレモニー 

 

２．閣僚級ラウンドテーブル 

（１） 日程 平成２４年１０月２２日 

（２） 会場 メッセ ウィーン 

（３） 主催 オーストリア政府、欧州委員会、キプロス政府 

（４） 参加国数・参加者数 ３１ヵ国（２１閣僚）、９関係機関 

（５） 会議の趣旨 

 各国の道路交通問題の解決に向けてＩＴＳの活用が非常に重要であり、特に、国によ

らずどの地域でも適用可能なサービスを実現するためには国際協調が必要であるこ

とから、各国の閣僚級の参加による意見交換を実施。 

テーマ１：既に導入済のＩＴＳ施策に関する成功ストーリー 

テーマ２：今後のＩＴＳ導入の課題 
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（６）結果概要 

 我が国からは若井国土交通大臣政務官が参加し、テーマ１について発言しました。そ

の中で、先進的に我が国で実現した地図のデジタル化、それを受けて広く普及してい

るカーナビ、リアルタイムな道路交通状況の把握、さらに渋滞緩和に貢献している情

報提供システム等の日本のＩＴＳ技術についてアピールを行いました。また、各国の

道路交通問題の解決に向けて、これらＩＴＳに関する技術協力について日本が最大限

の協力を行うことへの意思表明を行いました。 

 総括として、適切なＩＴＳ技術とサービスを国の交通政策に位置づけるためには、よ

り強い政治の参画が必要であることなどについて共同宣言を行いました。 

 また、アジア太平洋地域代表として、平成２５年に東京で開催予定の第２０回ＩＴＳ

世界会議東京への参加の働きかけを行いました。 

 

 
会議の様子 

 
若井国土交通大臣政務官による発言 

 
会議への参加者 

 

 


